
泌 尿紀 要40:519-523,1994 519
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   A case of leiomyoma of the kidney is reported. A 57-year-old man with the chief complaint 
of right back pain was consulted to our hospital. Abdominal computed tomography (CT) 
demonstrated a right renal tumor. Right renal angiography revealed a hypovascular lesion. Under 
the diagnosis of right renal tumor, right radical nephrectomy was performed. Gross evaluation 
revealed a well encapsulated solid mass. The tumor was  48  x  43  x  42 mm in  diameter and a hemor-
rhagic region was present. Microscopically, the tumor was composed of interlacing bundles of 
spindle cells. Diagnosis was leiomyoma of the kidney. 

   We reviewed 42 cases of renal leiomyoma reported in the Japanese literature. 
                                               (Acta Urol. Jpn.  40: 519-523, 1994)
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緒 言

腎平滑筋腫が,臨 床的に発見されることは稀である.

われわれは,腰 背部痛を主訴とした,腎 平滑筋腫の1

例を経験したので報告する.

症 例

患者=57歳,男 性

主訴:右 腰背部痛

家族歴:特 記すべきことなし

既往歴=47歳 時 より,高 血圧にて内服治療中.49歳

時,左 葉の甲状腺腫摘出術を施行.

現病歴:1992年6月 より,右 腰背部痛が出現し,近

医を受診.腹 部US,CT,右 腎動脈造影にて,右 腎腫

瘍と診断され,1992年9月ll日,手 術目的で当科へ紹

介された.

*現=箕 面市立病院泌尿器科

現症:身 長170cm,体 重73kg・ 前 頸 部 に手 術 痕 を

認 め た.腹 部 に腫 瘤 を触 知 せず,理 学的 所 見 に異 常 を

認 め な か った.

検 査成 績:検 血,血 液 生 化学 に異 常 を認 め な い.検

尿 は,潜 血(一),糖(一),蛋 白(一),沈 渣 に異 常

を認 めず,尿 細 胞 診 は 陰性 で あ った.

腹 部US=右 腎 下極 に,腎 実 質 よ りもや やhypoe-

choicな,径5cm大 の腫瘍 陰影 を認 めた.

X線 検 査:IVPで は,右 中 腎 杯 か ら 下 腎 杯 が わず

か に圧 排 され て い た.腹 部CTで は,右 腎 に,側 方

へ 突 出 す る境 界 明 瞭な,円 形 の腫瘍 陰 影 を認 め た.腫

瘍 内部 に は,一 部 にlowdensityareaを 認 め た が,

他 の部 位 は均 一 で,造 影 に て,わ ず か にenhanceさ

れ た(Fig.1).右 腎 動 脈造 影 で は,右 腎 中部 か ら

下 部 に,比 較 的 血管 増 生 の乏 しい 腫瘍 陰 影 を 認 め た

(Fig.2)。

以上 よ り,右 腎 腫蕩 と診 断 し,9月21日,根 治的 右



520

燗

' '売

1嚇
冨'「 『彰

・・ざ し
'

Fig・L

Fig・2・

泌尿紀要40巻6号1994年

～ 無

ノ.碧;二 、
ま・

嘉1讃

ぽも

?1趨,

◎ 霧
、ソ

AbdominalCTscandemQnstrateda

rightrenaltumor.

〆

・雄

,4

.ン 、

・碁-

鞠 　診

ノ耀

攣 闘

究

・ 糞

/".署 写

夢 〆
/4

鬼.

畷
㌦

理
イ嶢

「T
一 陽

ヨ

Selectiverenalangiographyshowed

ahypovascularlesion。

腎摘除術を施行した.腫 瘍は右腎下極に存在し,大 き

さは48×43×42mm,割 面は黄白色で一部に出血を

伴い,周 囲組織との境界は明瞭であった(Fig.3).

病理組織学的検査:腫 瘍は大部分がspindlecel1よ

りなり,こ れが束状構造を形成して走行,交 錯し,そ

の間に胞体の明るい細胞が混在していた.腫 瘍細胞に

は,悪 性所見はみられなかった(Fig.4).デ ス ミン染

色では,腫 瘍部は一部茶色に染まり,陽 性所見を呈し

た.デ スミソ染色は,平 滑筋に特徴的な 丘lamentを
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染 色 す る モ ノ ク ロー ナル 抗 体 を用 いた 染 色法 で あ る.

電 子 顕 微 鏡的 に は,平 滑 筋 細 胞 に 特 徴 的 な,dense

patchとactomyosin丘berが 確認 され た.

以 上 よ り,腎 平 滑筋 腫 と診 断 した.術 後 経 過 は順 調

で,21日 目に 退 院 し,1年2ヵ 月 を経 た 現在,再 発 ・

転 移 の 徴候 を認 め て い ない.

考 察

Steinerら1)に よると腎平滑筋腫 は以下の二群に分

けられる、一群は皮質に発生する主として2cm未 満

の小さなもので,時 に多発する.こ の群に属するもの

は,剖 検時に発見されることが多 く,腎 を詳細に調べ

た剖検の52%に 見 られたとの報告2)も あるが,臨 床

的に問題となることは少ない.も う一群はきわめて稀

で,単 発で大きく,臨 床症状を伴い生存中に発見され

る.本 邦においては,小 田島ら3)と吉田ら4)が本邦報

告例25例 を集計しているが,こ れにわれわれが検索 し
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えた報告例のうち,詳 細の 明らかな16例 を追加する

と,自 験例は42例 目にあたる(Table)・

本邦報告例42例 の臨床的検討では,年 齢19～71歳,

平均47.0歳 で,40歳 代,50歳 代がそれぞれ16例,12例

と多 く,全 体の66.7%を 占める。また,性 別は男性10

例,女 性32例 で,女 性hS76.2%を 占める,女 性が多い

原因としては,女 性ホルモンが,腎 の平滑筋の核分裂

をも促進するという意見5)が あるが,な お不明な点が

多い.患 側は,右25例,左16例,不 明1例 で,や や右

に多い.

臨床症状としては,腹 部や腰部の疹痛が18例 と最も

多く,腹 部腫瘤触知が12例 とそれについでいる。検診

などで偶然に発見されたものは9例 であったが,こ れ

らはすべて1988年 以降の報告例であり,検 診での超音

波検査の普及が示唆される。また,肉 眼的血尿を認め

たものは5例 であった.

腎動脈造影は,明 確 な記載 のあった25例 中,hy・

povascular21例,avascular3例,hypervascular

l例 で,圧 倒的にhypovascularを 示すものが多い.

しかしCT,IVPな ど他の画像診断上,平 滑筋腫と

しての特徴的な所見がな く,術 前にhypovascular

を呈する腎癌や同様の所見を呈するとされる腎平滑筋

肉腫などと鑑別することはきわめて困難である.術 前

診断では,や はり腎腫瘍が最も多いが,著 明な嚢胞性

変化のために腎嚢胞が疑われた例6)や,15年 とい う長

い臨床経過から腎良性腫瘍と診断された例7)もある.

治療は,42例 全例に手術が施行され,33例 に腎摘除

術が行われている.し かし,術 前に良性腫瘍 と診断さ

れた例や 術中迅速病理標本で悪性所見を認めなかっ

た例,計7例 に,腎 保存手術が行われている.残 り2

例は,周 囲との広範な癒着のために試験切除に終った

例と不明例である.

腫瘍の大きさは,35×28×25cmの ものが最大で,

腫瘍最大径の平均は9.6cm,最 大径が10cmを 越え

るものが15例 あり,摘 除重量が9009を:越 えるもの

がll例 であった.腫 瘍は肉眼的には灰白色または黄白

色を呈する充実性のものが多いが,嚢 胞性のものも7

例(16.7%)認 められ,外 国においてもcysticleio-

myomaと して報 告 されているD.ま た石灰化7)や

stalk6・9)を伴 う例も報告されている.

発生母地については,Zuckermanら1。)に よれぽ,

腎被膜,腎 孟腎杯,腎 内血管壁に分けられるが,稀 な

腫瘍であるため,本 邦では一括して腎平滑筋腫として

集計されている.し かし今後症例数が増加すれぽ,発

生部位別に集計し検討する必要があるかもしれない。

本邦報告例42例 中,発 生部位について明記されたもの

のうち,腎 被膜,腎 孟腎杯に発生 したものはそれぞれ

6例,7例 であり,自 験例は,そ の存在部位と発育様

式から腎実質の血管壁から発生したものと思われた・

確定診断は,全 例が病理組織診断によるが,組 織診

断上注意を要するものとして,congenitalmasoblas-

ticnephroma(CMN)や,腎 平滑筋肉腫が ある・

CMNは,乳 幼児に見 られる腎良性腫瘍で,腎 平滑

筋腫と非常によく似た組織像を呈することがある6).

また腎平滑筋腫は他の間葉系腫瘍と同様に,良 性悪性

の区別が困難な場合があり,本 邦報告例にも一部に悪

性像を認めた例11・12)や,腎摘除術の約1年 後に,顎 下

腺や肝に平滑筋肉腫の転移が発見された例童3)もある.

このようなことを考慮すると,術 中迅速病理標本で,

腎平滑筋腫 と診断されても,悪 性腫瘍に準 じた手術法

を選択し,術 後詳細な病理組織学的検討のうえ,注 意

深い経過観察が必要と思われる.

結 語

57歳 の男性にみられた腎平滑筋腫の1例 を報告する

とともに,本 邦報告の腎平滑筋腫42例 について若干の

文献的考察を加えた.

術前検査では,腎 動脈造影で大部分がhypovascu-

larを 呈するものの,そ の確定診断は全例が病理組織

学的になされていた,ま た,病 理組織学的に良性悪性

の区別が非常に困難な場合があるため,悪 性腫瘍に準

じた手術法を選択することが望ましいと思われた.

本論文の要旨は第143回 日本泌尿器科学会関西地方会にお

いて発表した.
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